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1．はじめに   

看護婦の勤務表を作成するナーススケジューリン  

グ問題に関しては，すでに実用化されている例も報  

告されているが［1］，ある特定の病院を対象に開発が  

行われており，そのシステムをそのまま，他の病院  

でも使用できるとは限らない．もちろん，文献中で  

述べられた考え方は，他の病院でも応用可能であり，  

実際に我々もその研究成果を参考とし，GA（遺伝  

的アルゴリズム）を用いたナーススケジューリング  

システムの開発を行った［3］．このシステムもある特  

定の病院を対象としており，他の病院での運用は考  

慮されていない．   

ところで，ナーススケジューリングの開発を行う  

にあたり，その各種制約条件や評価値などは病院に  

よって大きく異なっており，病院の致だけ問題パタ  

ーンほ存在すると言っても過言ではない。そのため  

に，個別の病匡副手対応したシステムを構築するため  

には，多大なコストが必要となることが予想される．  

我々ほ，汎肘牲を有するシステムを目指しており［4】，  

今臥勤務の割当てに関して述べていく。  

図1本研究の流れ  

3。勤務表の作成   

組合せ最適化問題の解法としては，大きく分けて，  

改尊型探索と構築型探索に分類されるが，近年のコ  

ンピュータの高速化に伴い，メタヒューリスティッ  

ク探索による改善型探索が有力視されている．筆者  

の個人的な見解では，ある特定の病院を対象にシス  

テムを構築するなら，事細かに評価値を考慮できる  

メタヒュ丁リスティツタ解法を用いるのが効果的だ  

と考えている．しかしながら，本研究では，図1の  

流れのように対話式にスケジュールを作成するため，  

宮崎・光蜂［2］らが提案した構築型探索をベースに，  

勤務の割当てを行う．  

2．本研究の概要   

今軌汎用性のあるシステム作成を目指すため，  

個々の病院に特有な条件設定は行わず，大多数の病  

院で用いられているような基本的な条件設定だけを  

行うことにする．そのため，婦長が満足する勤務表  

を完全に作成することは期待できない。そこで，あ  

らかじめ不都合箇所の修正を前提とした対話式のシ  

ステム構成を行う．その概要は図1に示す．ただし，  

日付ほd（1，…，D）とする．通常，Dは為～31．  
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3．1組合せグループ   

夜勤割当てを行う掛土，．ベテラ・ン2人に新人1人  

などではなく，少なくともづテラン1人に残りはベ  

テランか新人を2人などと要求がある場合が考えら  

れる．そのため，グループ分けはもちろんのこと，  

組合せグループを表1の例のように設定する．  
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（5）  表1組合せグループの概念  

組合せグループ1   グループ1   ベテラン   

組合せグループ2   グル「プ2   新人   

組合せグループ3   グループ1，2  

P．．：当日の看護婦nの勤務wに関する優先度  

NC止：看護婦・nが組合せグループkに属したら1，そ   

うでなければO  

Ned鵬：当日の勤務wに必要な組合せグループkに属   

する看護婦人数  

Ⅹ鵬：当日に看護婦nを勤務wに組合せグループkと   

して割当てるなら1，そうでければ0  

3．2 優先度の設定   

d日の勤務制当てを行う粗肴護婦nの勤務wに  

対する優先度Pnwを以下の条件を考慮して設定する．  

・d日の数日前からの勤務パターン  

・d日以降の指定勤務がある場合の勤務パターン  

・d日までに勤務wが何回割当てられたか  

・d日の時点における勤務間隔ヤ連続勤務日款   

ただし，d日の優先度を求めるためには，1日から  

d－1日まで甲勤務制当てが完了しているとする．  

ま七割当て不可能な勤務に関しては，その優先度を  

0とする．  

4．おわりに   

本研究では，汎相性を有するナーススケジューリ  

ングシステムの開発を行うため，修正を前提とした  

対話方式を用いた．勤務の割当て方法に関しては，  

対話式との相性がいい構築型探索を適用し，割当て  

不可の可能性を軽減するため，部分的に改良型の最  

適化手法を採り入れる方法を提案した．  

3．3．‥勤務の割当て   

構築塑のヒューリスティックルールの場合，途中  

で割当て不可能なケ⊥スに陥る可能性が高くなる．  

そこで，本研究では，当日もしくは数日間のスパン  

で，優先度の合計を最大にする式（1）の最適化間邁を  

解く．式（2）の制約式にて，看護婦には必ず何かしら  

の勤務（休暇含む）を割当てる．式（3）にて，それぞ  

れの勤務に必要な看護婦数を確保する∴尭（4）にて，  

看護婦全月を割当て可能な勤務（優先度が0を越え  

る）に割当てる．式（5）にて，．それぞれの看護婦が属  

する組合せグループを割当でる．・  
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